
















２．（参考）　2-1　技術紹介・環境教育実施一覧

技術紹介・環境教育実施一覧

実施日 開催場所 参加者数 対象者 備考

1 2001年10月31日 無錫市錦江大酒店 108名
江蘇省、無錫市、蘇州市、鎮江市、�陽市、金

壇市、常州市、宜興市の環境行政関係者
第1回地域セミナー

2 2002年10月22日 無錫市錦江大酒店 125名
北京市、上海市、無錫市、蘇州市、鎮江市、淮
安市、南通市、常州市、宜興市、江陰市の環
境行政関係者と大学・研究機関

第2回地域セミナー

3 2003年11月26日 無錫市東林高等学校 45名
無錫市東林高等学校日本語専攻の高校1・2
年生

4 2003年11月27日 無錫市港麗酒店 110名 第3回地域セミナー

5 2004年8月2日
プロジェクト実験サイ
ト・太湖

11名 「子どもと川とまちのフォーラム」（日本のNGO)

6 2004年10月23日
プロジェクト実験サイ
ト・太湖

12名 無錫市日本人会

7 2004年10月28日
江蘇省環境科学研究
院

12名 東南大学学生・教師、江蘇省環境科学研究院

8 2004年11月1日 東南大学榴園賓館 111名
東南大学と南京大学の学生・教師、江蘇省環
境行政機関、無錫市環境行政機関

第4回地域セミナー

9 2004年11月2日 南京大学知行楼 150名 南京大学学生・教師

10 2004年11月4日 中国環境科学研究院 26名 中国環境科学研究院職員

11 2004年11月4日 無錫市環境科学学会 22名 無錫市環境科学学会会員
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成果品リスト

種類 タイトル 作成者（執筆者） 完成時期
1 論文集（中国語） 現場セミナー論文集 プロジェクト（各セミナー講師） 2001年10月31日
2 論文集（中国語） 現場セミナー論文集 プロジェクト（各セミナー講師） 2002年10月22日
3 論文集（中国語） 現場セミナー論文集 プロジェクト（各セミナー講師） 2003年11月27日
4 論文集（日本語） 現場セミナー論文集 プロジェクト（各セミナー講師） 2003年11月27日
5 論文集（中国語） 現場セミナー論文集 プロジェクト（各セミナー講師） 2004年11月1日
6 論文集（日本語） 現場セミナー論文集 プロジェクト（各セミナー講師） 2004年11月1日

7 雑誌（Lake and Resevoir)
Comprehensive Treatment Plan for Key-polluted
Regions of Lake Taihu

金 相燦, 胡 小貞 2004年1月1日

8 雑誌（湖沼科学） 人工湿地の植物選択 金 相燦ほか 2004年1月1日

9
雑誌（環境汚染防止技術
と設備）

湖沼水生植物再生物の選択と群生配置の分析 金 相燦ほか 2004年第８期

10 雑誌（環境科学）
五里湖の生態回復へ影響を与えるもの及びそれへ
の対策検討

金 相燦ほか 2004年第３期

11
雑誌（汚染防止・再生技
術」）

中国で普及させる日本の浄化槽技術の今後について閔 毅梅 2003年第4期

12 同上 染色排水のオゾン酸化処理法 高 蓉菁 2003年第4期

13 雑誌（汚染防止技術）
巣湖流域の水質現状及び保護対策の調査研究に
係わる報告

高 蓉菁 第16巻第３期

14 VCD 太湖は今 プロジェクト 2004年
15 HP 太湖水環境修復モデルプロジェクト プロジェクト 2002年3月

注：このほかに中国環境科学研究院のカウンターパート投稿中の文章が７本有り
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2-3 高度浄化処理槽の技術的な内容に係る講義実績 
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高度浄化処理槽の技術的な内容に係る講義 
 

技術的な内容に係る講義を下記に示す内容で行なった。 

1. 構造・機能に関する説明 

  場所：無錫 

 

2. 設計基準に関する説明 

  場所：南京 

 

3. 受講日・受講者 

                      （2004 年） 

        受講者    構造・機能  設計基準 

      姜偉立     6 月 22・23 日 7 月 23 日 

      兪学敏     7 月 13・14 日 7 月 30 日 

      梁志冉     7 月 27 日     9 月 10 日 

     涂 勇 黄麗萍  8 月 24・25 日 8 月 27 日 

      高蓉菁     8 月 31 日   9 月 3 日 

 

4. 講義内容 

 

1） 構造・機能 

① 装置の概要説明 

② 試験現場において、構造機能の説明 

 

2） 設計基準 

① 設計計算書の説明 

② 技術資料（参考文献等）の説明 

③ 設計根拠に係わる説明 

 

5. 結果 

    実証試験槽の基本的な構造・機能・設計に係わる講義は終了。 

    ついで、10 月より現場にて運転に係わる実習予定。 



中方のプロジェクト統括責任者への質問票(案）： 中国太湖水環境修復モデルプロジェクト　運営指導調査（中間評価）　－朱鉄軍

評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答

太湖流域への開発技術の普及整
備率

普及整備率の計算式を教えてください。また、達成
の見通しについてはいかがでしょうか？

高度処理浄化槽技術が各汚水処理技術の10％を占める。

開発された高度処理浄化槽の技
術ガイドラインの完成度（技術的完
成度。経済性）

開発された技術が10％普及整備された場合、太湖
への窒素、リンの流入負荷はどの程度削減される
見通しでしょうか？

面源から窒素・りんの負荷がある程度削減される見込みがあり、浄化槽の除去率によって約6％の除去率
に達す見込みがある。

開発された高度処理浄化槽の技
術ガイドラインの完成度（技術的完
成度。経済性）

「高度処理浄化槽の技術ガイドラインの評価表」
は、いつ誰がどのようなものを作成するのでしょう
か？それとも既存のものを利用するのでしょうか？
その評価表を使って、実際にはどのように評価する
のでしょうか？ガイドラインの完成度について、数
量的に表現することは可能でしょうか？また、達成
の見込みについてはいかがお考えですか？

評価表は浄化槽の運転が安定してから作成する。また中国のほかの汚水処理装置の評価方を参考して
作成する。技術ガイドラインの完成度について数量的に表示する必要がある。

「対象地域の自然・社会・経済状況に適合しかつ
活用・普及可能な対策技術」と言った場合に、これ
は浄化槽だけでなく生態工学浄化技術等との組合
せを含めた対策技術モデル（群）の提示を意味し
ているのでしょうか？それとも、ほとんど浄化槽だけ
を意味しているのでしょうか？

このプロジェクトは、現在主として高度処理浄化槽のことである。

総合的に見て、「対象地域の自然・社会・経済状況
に適合しかつ活用・普及可能な対策技術」の開発
の見込みはいかがなのでしょうか？

環境保全のニーズと投資者の意向によって、双方は共同で協力する。

関連行政機関・施設における、開
発された対策技術（高度処理浄化
槽と生態工学浄化技術）の認知度

「認知度」は何に関してどのような尺度で測ったらよ
いとお思いですか？数量的にはどのように表現さ
れうるでしょうか？また、達成の見込みについては
いかがお考えですか？

マスコミによる広報や技術研究を通して認知度を高めることをプロジェクト所在地の関係部門に提案す
る。

対象地域の社会に適合する高度
処理浄化槽の窒素・リン除去性能
の所要の性能に対する満足度（費
用の妥当性等を含む）

開発された技術の性能及び費用の妥当性に関す
る分析結果を教えてください。費用に関しては普及
可能な妥当なものになる見込みでしょうか？

現在のところでは完全に確認することができない。

その他のこのプロジェクトの浄化槽
分野における技術開発の成果

その他のこのプロジェクトの浄化槽分野における技
術開発の成果としてどのようなものがあるか、箇条
書きで要点を教えてください。

例えば、土地の汚水処理システム。

情報が整理された生態工学技術
の事例引用による評価（削減率・
費用等）

生態工学技術の削減率・費用等に関する評価結
果はいかがでしょうか？あるいはどのようなものにな
る見込みでしょうか？

現在試験の段階で予測できない。

情報が整理された生態工学技術
資料の整備度度合い

生態工学技術資料はどの程度整備され、今後どの
程度整備される見込みでしょうか？

2005年の下半期

その他のこのプロジェクトの生態工
学分野における資料収集・分析の
成果

その他のこのプロジェクトの生態工学分野における
資料収集・分析の成果があれば、箇条書きで要点
を教えてください。

現在収集・整理中である。

学会発表・報告書等の数、論文数
いくつの達成が見込まれているのでしょうか？また
その質についてはどのように評価されているでしょ
うか(見込みも含めて）。

北京環科院の統計によって、今まで五つが発表された。

その他のこのプロジェクトのマイク
ロコズム分野における研究成果

その他のこのプロジェクトのマイクロコズム分野にお
ける研究成果としてどのようなものがあるか、箇条
書きで要点を教えてください。

マイクロコズムの手法を普及し、藍藻の発生と防止のメカニズムを研究する。

成果（アウトプット）の
達成度

実績

プロジェクト目標の達成度
（見込み）

調査項目

上位目標の達成度（見込
み）

対象地域の自然・社会・経済状況
に適合しかつ活用・普及可能な対
策技術

成果１

成果2

成果3
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

関係機関・関係者への技術紹介
及び環境教育の回数、参加対象
者と人数、及びそれに対する参加
者の評価

これらに関する具体的な情報をまとめたものをくだ
さい。

毎年１回セミナーを行い、環境保全の専門家と関係者が参加している。

その他のこのプロジェクトの技術普
及活動分野における成果

その他のこのプロジェクトの技術普及活動分野に
おける成果としてどのようなものがあるか、箇条書き
で要点を教えてください。

まず特別の地域で浄化槽を普及する。例えば、観光地とホテル。

C/Pの配置

委員会・定例会議（合同調整委員
会、運営委員会、ワーキンググ
ループ定例会議）

運営経費 現在既にR/D議事録に要求された予算を超えた。
施設設備（研究実験地、実験室
（必要な電気容量）、専門家執務
室、太湖プロジェクト推進室、会議
室
その他（通訳、事務要員の配置） 解決中である。

長期専門家

短期専門家

研修員受入

機材供与

現地コスト負担 予算を超えた。

協力実施のプロセス（計画立案段
階及び実施段階）

活動の進捗において、遅れている活動とその理
由、経緯、背景について教えてください。

設置方式（地上か、地下か）について半年で議論し、またＳＡＲＳの影響もある。後半の進捗が順調であ
る。

当初計画の変更点とその理由、背
景

当初計画の変更点とその理由、背景を教えてくだ
さい。

生態工学分野の湖中湖事業は取りやめになった。原因としては主に中国の国情に適合していない。植
生水路事業は情報交流になった。

プロジェクトの進捗状況
「活動状況表」を作成いただいて、その上で質問さ
せていただきます。

プロジェクトの運営・実施体制とそ
の意思決定過程、責任分担。それ
らの変更点（浄化槽、生態工学、
マイクロコズム、技術普及活動の各
分野について）

運営・実施体制（日中友好環境保全センターも含
む）とその役割・責任分担、意思決定過程について
教えて下さい。当初計画との変更点は何でしょう
か？また現在における問題点は何でしょうか？な
ぜ日中友好環境保全センターはこのプロジェクトに
おいて機能していないのでしょうか？実施関係機
関の間はどのようにすればよりうまく調整されうるで
しょうか？

このプロジェクトに参加している機関が多く、調整に時間がかかる。予算の調整・解決などのことがある。

モニタリングの仕組み
合同調整委員会や運営委員会、ワーキンググ
ループ会議では、実際にどのようなことが問題
点・課題として解決が図られたのでしょうか？

作業中の具体的な問題解決し、またプロジェクトの年度計画など方針を決めた。

外部条件の変化への対応
外部条件に変化があった場合に、どのように対
応されてきたでしょうか？

双方で協議の上で解決する。

フィードバックの状況
モニタリングに基づいて、問題は実際に解決し
ましたでしょうか？

大部分が解決された。

JICA本部・在外事務所・国内支援
組織の機能

それぞれ充分なプロジェクト支援機能を発揮し
ていますでしょうか？

基本的に発揮した。

実施プ
ロセス

成果（アウトプット）の
達成度

実績
効率性の項で聞きます。

投入の実績

効率性の項で聞きます。

プロジェクトの運営・実施体
制

モニタリングの実施状況

中国
側

活動の実施状況

日本
側

成果4
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

コミュニケーションの状況
コミュニケーションは、何が問題で、その原因
は何でしょうか？

観点の食い違いがあり、言葉が通じらないことも問題である。

C/Pは充分にプロジェクトに参加しております
でしょうか？参加が充分でない場合、何が制
約・阻害要因として考えられるでしょうか？

ほとんど参加している。主に予算の問題であり、また一部のC/Pは兼職している。

プロジェクトはターゲットグループに対して充
分な働きかけをしておりますでしょうか？働き
かけが充分でない場合、何が制約・阻害要因と
して考えられるでしょうか？

ある程度働きかけをしている。主な制約要素としてはやはり予算の問題である。

国家環境保護総局、中国環境科
学研究院、江蘇省環境保護庁、無
錫環境保護局の参加の度合い

国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局の参加の度合い
はそれぞれいかがでしょうか？

江蘇省環保庁のプロジェクト設計部門の人はほとんど参加している。

予算の手当て

国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局の予算の手当て
は充分でしょうか？実績額と今後の見通しも教えて
ください。

江蘇省側はR/Dに従って予算を出しており、実際には超えている。超えた部分について中日双方で負担
すべきである。

C/Pの適正度
国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局のC/Pの数およ
び質は適正でしょうか？

適正である。それに日本側の要求に基づいてC/Pを適時に調整している。

中国環境政策との整合性
関連する環境政策の該当部分の原文及び可能で
あれば日本語訳をいただけますでしょうか？

日本側専門家に資料を適時に提供することができる。

ターゲットグループにおけるプロ
ジェクト内容に関するニーズの高さ

ターゲットグループにおいて、プロジェクト内容に関
するニーズは高いでしょうか？どのようにターゲット
グループのニーズとプロジェクト内容が整合してい
るか、あるいは整合していないか、教えてください。

中国側がずっと議事録と調整委員会の文章に従って作業を行っている。

ターゲットグループの規模は適切
か

ターゲットグループの規模は適切でしょうか？ 大体適切である。

日本の国別援助方針(援助重点課
題）、国別事業実施計画との関連
性

－ あまり関連性がない。

プロジェクトの目的・対象・手段（活
動）・指標・タイムスケジュールの適
切さ

プロジェクトの目的・対象・手段（活動）・指標・タイ
ムスケジュールにおいて、当初計画で適切さを欠
いていたのは何でしょうか？

計画としては適切であるが、実際に実施する時意外のことがよくある。

水環境の富栄養化防止のための
他のモデル手法

中国における水環境の富栄養化防止のための他
のモデル手法があれば、それと比較してこのプロ
ジェクトデザインは妥当でしょうか？

中国においては他の関連プロジェクトも実施されているが、本プロジェクトと違う。

他の援助機関との関係、先行して
いる技術開発研究成果の活用

他の援助機関と協力し、先行している技術開発研
究成果が活用できるようなプロジェクトの仕組みに
なっていますでしょうか？

ない。

効果の受益や費用負担の公平さ
C/Pやターゲットグループにおいて、効果の受益や
費用負担の公平さは保たれていますでしょうか？

ずっと調整しており、バランスを取れるように努力している。

ターゲットグループ以外への波及
性

開発する技術の普及可能性については、計画実
施前に充分検討されていましたでしょうか？

検討したが、理解の差異がある。

実施プ
ロセス

１．妥
当性

プロジェクトデザインの手段
としての妥当性

相手国実施機関の事業へ
のかかわり方

上位目標及びプロジェクト目
標の中国環境政策との整合
性

関係機関・関係者のプロジェクトに
かかわる参加状況

ターゲットグループの事業へ
のかかわり方

専門家間及びC/Pとの関係

ターゲットグループの選定の
適切さ

上位目標と日本の開発援助
政策との整合性

－
8
2
－



評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

１．妥
当性

日本の技術の優位性

プロジェクト内容に関し、中国や諸外国と比較して
日本の技術の優位性はありますでしょうか？生態
工学の分野においては中国と比べてあまり比較優
位がなかったということなのでしょうか？

日本の技術の優位性がある。特に生態分野にある。

実績の項と同じ

高度処理浄化槽の実用化技術の
開発のプロジェクト目標達成への
貢献度

高度処理浄化槽の実用化技術の開発のプロジェク
ト目標達成への貢献度はいかがでしょうか？

生態工学浄化技術活用のための
情報整理のプロジェクト目標達成
への貢献度

生態工学浄化技術活用のための情報整理のプロ
ジェクト目標達成への貢献度はいかがでしょうか？

双方の専門家より確認する。

マイクロコズムの実験研究のプロ
ジェクト目標達成への貢献度

マイクロコズムの実験研究のプロジェクト目標達成
への貢献度はいかがでしょうか？

技術普及活動のプロジェクト目標
達成への貢献度

技術普及活動のプロジェクト目標達成への貢献度
はいかがでしょうか？

中国の国情に適合した技術を開発する。

目標達成を妨げた要因、促進した
要因

目標達成を妨げた要因、促進した要因にはどのよ
うなものがあるでしょうか？

予算、また双方のコミュニケーションを強化すべである。

実績の項と同じ

専門家派遣（人数、タイミング、分
野。人材の適正度）

専門家派遣はタイミング、分野、人材の適正度、引
継ぎにおいてスムースにいきましたでしょうか？

そう悪くない。

供与機材（種類、数、タイミング。供
与機材の適正度）

供与機材は種類、数、タイミング、供与機材の適正
度において、スムースにいきましたでしょうか？

普通。

研修員受入れ（研修内容、人数、
タイミング。研修員の能力やニー
ズ、プロジェクト内容との合致度）

研修員受入れは、研修内容、人数、タイミング。研
修員の能力やニーズ、プロジェクト内容との合致度
においてスムースにいきましたでしょうか？

そう悪くない。

調査団派遣（目的と活動、人数、タ
イミング）

調査団派遣はそれぞれの目的と活動、タイミングに
おいてスムースにいきましたでしょうか？

調査団はプロジェクトの推進によい役割を発揮した。

現地コスト（額、使途、タイミング）
現地コストは額、使途、タイミングにおいて、適切
だったでしょうか？

日本側の予算と使用状況についてはよく知らない。

C/Pの配置（人数、タイミング、分
野。配置の適正度、配置された人
材の適正度）

最新のC/Pの配置表をください。C/Pは、人数、タ
イミング、分野、人材の適正度において、配置が適
切でしたでしょうか？また当初の配置と比べて変更
があれば、どの部分がどのようにいつなぜ変更され
たのかを教えて下さい。

配置が適正である。またプロジェクトの実際状況によって、双方協議の上で調整を行っている。

委員会・定例会議（合同調整委員
会、運営委員会、ワーキンググ
ループ定例会議）

メンバー構成、開催日と開催回数、主要な協議・決
定事項について、情報をまとめたものをください。

会議の議事録がある。

プロジェクトのための経常費・研究
費とその内訳

足りないのは主にどの部分で、いくらぐらいの不足
なのでしょうか？今までの支出実績と今後の見通し
も教えてください。

設備の維持間費用、運転費用である。江蘇省側は規定に基づき、経費をだしており、使われている。

施設設備（研究実験地、実験室
（必要な電気容量）、専門家執務
室、太湖プロジェクト推進室、会議
室

必要充分でしょうか？ 割に十分である。

その他（通訳、事務要員の配置） なぜ充分な配置が得られていないのでしょうか？

３．効
率性

２．有
効性

プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標と成果の関
連（各成果の貢献度合い）

外部条件等の影響

成果（アウトプット）の達成度

プロジェクトデザインの手段
としての妥当性

中国側投入の適正度

日本側投入の適正度

－
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

C/Pのプロジェクトへの協力の熱意や実際にそ
れに費やしている時間については、いかがお考
えでしょうか？

帰国C/P研修員の配置転換はありましたでしょ
うか？各研修員は、それぞれプロジェクトにお
いて研修後どのように貢献していますでしょう
か？

研修後全てプロジェクトに参加しており、プロジェクトのために貢献している。

供与機材や施設設備の利用状況
供与機材や施設設備は、充分に利用されている
／しているでしょうか？

合理的に利用されている

成果／コスト（投入）、プロジェクト
目標の達成度／コスト（投入）

より低いコストで成果やプロジェクト目標を達
成する代替手段はなかったでしょうか？あるい
は、同じコストでより高い達成度を実現するこ
とは出来なかったでしょうか？

知らない。

類似のプロジェクトのコスト面での
効率性

成果とプロジェクト目標の達成度はコスト（投
入）に見合っているでしょうか？それは他のド
ナーや中国政府の類似プロジェクトと比較して
どうでしょうか？

見合っているだろう。

成果達成を妨げた要因、促進した
要因

成果達成を妨げた要因、促進した要因にはどのよ
うなものがあるでしょうか？

プロジェクトの進捗が遅すぎる。

実績の項と同じ

政策への影響

太湖水汚染防止5ヵ年計画や２０１０年長期計画に
対する技術的なサポートは、どの程度できる見込
みでしょうか？また、その他の政策に正の影響を与
える見込みはありますでしょうか？

浄化槽の技術大度ラインと開発・利用は非点源汚染対策の作成に積極的な役割がある。

制度的影響

開発・提案する高度合併処理浄化槽および生態工
学はどのように制度化（プロジェクトで提案された基
準が省や全国単位で適用）される見通しでしょう
か？

プロジェクトの目的は全国で適用すること。浄化槽は役割を発揮する。

社会的影響

太湖周辺住民の水環境保全に対する意識および
自発的な汚濁防止のための住民活動は、プロジェ
クトの影響で向上・促進しておりますでしょうか？そ
の見通しはいかがでしょうか？また、太湖への窒
素、リンの流入負荷が削減されることによって、地
域住民にとってどのような裨益が期待されうるので
しょうか？広報的な面で水環境保全の重要性と技
術的な解決の取り組み、その可能性について広範
に知らしめる見込みについてはいかがでしょうか？

周辺の住民からの反映がよく、日本の進んでいる技術に対する認知度を高めた。

技術的影響
予想しなかった技術的なよい影響というのはありま
すでしょうか？

経済的影響

水質改善に伴う経済効果および現在の下水処理
施設よりも安価な施設や設備が開発された場合の
経済効果については、どの程度見込めますでしょう
か？

社会的効果が著しい。

組織的影響
実施組織の体制や研究活動の活発度への間接的
影響や構築された人的ネットワークなどについては
いかがでしょうか？

３．効
率性

４．イン
パクト

上位目標の達成度

人材（特に帰国C/P研修員の動
向、貢献度）

正の影響（ターゲットグルー
プ以外へのプロジェクトの投
入・活動・成果等の便益の
広がり、ターゲットグループ
へのプロジェクトの間接的な
便益の広がり）

コスト面での効率性

外部条件、前提条件等の影
響（成果達成を妨げた要
因、成果達成を促進した要
因）

投入の活用度

－
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

政策への影響、実施組織の体制
や研究活動の活発度への間接的
影響、ターゲットグループ以外へ
のプロジェクトの投入・活動・成果
等の不利益や不公平さの広がりな
ど

予想しなかった政策への負の影響、実施組織の体
制や研究活動の活発度への間接的な負の影響、
ターゲットグループ以外へのプロジェクトの投入・活
動・成果等の不利益や不公平さの広がりなどはあり
ますでしょうか？今後ありうるでしょうか？

ない。

上位目標到達を妨げた要因、促進
した要因

上位目標到達を妨げた要因、促進した要因にはど
のようなものがあるでしょうか？

他の水環境富栄養化防止への技
術・情報等の波及

他の湖沼への普及や、経済基盤の弱い他の発展
途上国に応用される見込みはいかがでしょうか？

可能性がある。

関連規制、法制度、監督組織、普
及組織の整備状況

関連規制、法制度、監督組織、普及組織の整備状
況と今後の見通しはいかがでしょうか？

比較的に楽観である。

太湖水汚染防止5ヵ年計画と2010
年長期計画

太湖水汚染防止5ヵ年計画と2010年長期計画は予
定通り予算計上され、活動が行われているのでしょ
うか？その成果はいかがなのでしょうか？

実施中であり、成果を期待している。

C/Pの定着度
技術移転したC/Pの定着度についてはいかがで
しょうか？

安定している

施設・機材の維持管理費
機材を適切に維持管理していくために、セン
ターには充分な能力は養成されましたでしょう
か？

改善中である。

移転した技術の定着と活用の仕組
み

移転した技術の定着と活用の仕組みは充分整っ
ているでしょうか？

確立中である。

技術的・経済的・社会的・文化的・
環境的な側面からの普及可能性

技術的・経済的・社会的・文化的・環境的な側面か
らの普及可能性はいかがでしょうか？

見込みがいい。

普及のメカニズムの確立の見通し
普及のメカニズムの確立の見通しはいかがでしょう
か？

見込みがいい。

浄化槽の製造企業の製造能力、
実績

浄化槽の製造企業の製造能力、実績は、普及の
一翼を担うに足るものでしょうか？

足りる。

持続的効果の発現要因と阻害要
因

その他、何か持続的効果の発現要因と阻害要因が
ありますでしょうか？

また観察する必要がある。

４．イン
パクト

予想しなかった負の影響

外部条件等の影響

政策的支援体制の整備

移転した技術の定着と活用
の仕組み５．自

立発
展性

持続的効果

波及効果

開発された技術の普及・発
展の可能性

－
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中方のプロジェクト統括責任者への質問票(案）： 中国太湖水環境修復モデルプロジェクト　運営指導調査（中間評価） －孟院長

評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答

太湖流域への開発技術の普及整
備率

普及整備率の計算式を教えてください。また、達成
の見通しについてはいかがでしょうか？

高度処理浄化槽技術が各汚水処理技術の10％を占める。

開発された高度処理浄化槽の技
術ガイドラインの完成度（技術的完
成度。経済性）

開発された技術が10％普及整備された場合、太湖
への窒素、リンの流入負荷はどの程度削減される
見通しでしょうか？

面源制御から、窒素・りんの負荷は約６％の削減ができると考えられるが、浄化槽の除去率に
よるもの。

開発された高度処理浄化槽の技
術ガイドラインの完成度（技術的完
成度。経済性）

「高度処理浄化槽の技術ガイドラインの評価表」
は、いつ誰がどのようなものを作成するのでしょう
か？それとも既存のものを利用するのでしょうか？
その評価表を使って、実際にはどのように評価する
のでしょうか？ガイドラインの完成度について、数
量的に表現することは可能でしょうか？また、達成
の見込みについてはいかがお考えですか？

この評価表はまだ作成されていない。浄化槽の運転が安定してそれについて取りまとめてから
作成し始め、評価表の内容については、中国で行っていたほかの汚水処理装置に対する評価方
を参考して作成する。この評価表に関しては数量的に表示する必要がある。

「対象地域の自然・社会・経済状況に適合しかつ
活用・普及可能な対策技術」と言った場合に、これ
は浄化槽だけでなく生態工学浄化技術等との組合
せを含めた対策技術モデル（群）の提示を意味し
ているのでしょうか？それとも、ほとんど浄化槽だけ
を意味しているのでしょうか？

その通り。

総合的に見て、「対象地域の自然・社会・経済状況
に適合しかつ活用・普及可能な対策技術」の開発
の見込みはいかがなのでしょうか？

対象地域の発展と環境保全の全体要求に符合し、環境問題の解決の実際のニーズに応じ、また
投資者の注目を集めることができるもの。

関連行政機関・施設における、開
発された対策技術（高度処理浄化
槽と生態工学浄化技術）の認知度

「認知度」は何に関してどのような尺度で測ったらよ
いとお思いですか？数量的にはどのように表現さ
れうるでしょうか？また、達成の見込みについては
いかがお考えですか？

プロジェクトの関連機関に次のように提案する。モデル技術を展示するセミナーを行い，マス
メディアの宣伝と大衆諮問の活動を通して認知度を表現する。

対象地域の社会に適合する高度
処理浄化槽の窒素・リン除去性能
の所要の性能に対する満足度（費
用の妥当性等を含む）

開発された技術の性能及び費用の妥当性に関す
る分析結果を教えてください。費用に関しては普及
可能な妥当なものになる見込みでしょうか？

はっきり確認していない。主な原因としては、性能評価装置がまだ導入されていないので、普
及・促進にかかわる費用については目処が立たない。

その他のこのプロジェクトの浄化槽
分野における技術開発の成果

その他のこのプロジェクトの浄化槽分野における技
術開発の成果としてどのようなものがあるか、箇条
書きで要点を教えてください。

ここ数年、土地の汚水処理システムが数多くの技術の中で益々重要な地位を占めている。

情報が整理された生態工学技術
の事例引用による評価（削減率・
費用等）

生態工学技術の削減率・費用等に関する評価結
果はいかがでしょうか？あるいはどのようなものにな
る見込みでしょうか？

中国側は日本側の評価結果を知り、日本においても実験段階であるので、今結論を出すのは時
期尚早である。

情報が整理された生態工学技術
資料の整備度度合い

生態工学技術資料はどの程度整備され、今後どの
程度整備される見込みでしょうか？

来年の夏以降から整理が出来上がる見込みがある。

その他のこのプロジェクトの生態工
学分野における資料収集・分析の
成果

その他のこのプロジェクトの生態工学分野における
資料収集・分析の成果があれば、箇条書きで要点
を教えてください。

まだ収集・整理していない。

学会発表・報告書等の数、論文数
いくつの達成が見込まれているのでしょうか？また
その質についてはどのように評価されているでしょ
うか(見込みも含めて）。

五つが発表され、八つが受理されまだ発表されていない。

その他のこのプロジェクトのマイク
ロコズム分野における研究成果

その他のこのプロジェクトのマイクロコズム分野にお
ける研究成果としてどのようなものがあるか、箇条
書きで要点を教えてください。

富栄養化の室内でのシミュレーション手法を普及させ、湖沼の藻類遷移の研究に成功した。

調査項目

上位目標の達成度（見込
み）

対象地域の自然・社会・経済状況
に適合しかつ活用・普及可能な対
策技術

プロジェクト目標の達成度
（見込み）

実績

成果１

成果2

成果3

成果（アウトプット）の
達成度

－
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

関係機関・関係者への技術紹介
及び環境教育の回数、参加対象
者と人数、及びそれに対する参加
者の評価

これらに関する具体的な情報をまとめたものをくだ
さい。

４回にわたってセミナーを開催し、合計400人くらいが参加した。

その他のこのプロジェクトの技術普
及活動分野における成果

その他のこのプロジェクトの技術普及活動分野に
おける成果としてどのようなものがあるか、箇条書き
で要点を教えてください。

ある地方の環保局は次のことについて認識が深まっている。1．高速道路のサービスエリアや高
速料金の徴収ステーションで先ず浄化槽の設置ができる。2．都市から離れている休養地でも設
置できる。

C/Pの配置

委員会・定例会議（合同調整委員
会、運営委員会、ワーキンググ
ループ定例会議）

運営経費
当初の計画として、中国側は毎年80万の予算を負担することになっているが、実際には既にそ
れを超えている。

施設設備（研究実験地、実験室
（必要な電気容量）、専門家執務
室、太湖プロジェクト推進室、会議
室

その他（通訳、事務要員の配置） 問題が存在している。

長期専門家

短期専門家

研修員受入

機材供与

現地コスト負担 当初の予算を大幅に超えたことを予測しなかった．

協力実施のプロセス（計画立案段
階及び実施段階）

活動の進捗において、遅れている活動とその理
由、経緯、背景について教えてください。

12台の浄化槽の設置方式に関する検討は遅れた主な原因であり、次はＳＡＲＳである。

当初計画の変更点とその理由、背
景

当初計画の変更点とその理由、背景を教えてくだ
さい。

湖中湖事業の取りやめる原因としては、洪水対策に衝突している。植生水路事業の内容をセミ
ナーの方式に変更したのは日本側から提出し、中国側がそれ変更を認めた。原因としては、こ
こ数年中国が植生水路においてモデルプロジェクトをある程度やっているから。

プロジェクトの進捗状況
「活動状況表」を作成いただいて、その上で質問さ
せていただきます。

プロジェクトの運営・実施体制とそ
の意思決定過程、責任分担。それ
らの変更点（浄化槽、生態工学、
マイクロコズム、技術普及活動の各
分野について）

運営・実施体制（日中友好環境保全センターも含
む）とその役割・責任分担、意思決定過程について
教えて下さい。当初計画との変更点は何でしょう
か？また現在における問題点は何でしょうか？な
ぜ日中友好環境保全センターはこのプロジェクトに
おいて機能していないのでしょうか？実施関係機
関の間はどのようにすればよりうまく調整されうるで
しょうか？

運営・実施体制においては原則として変更がないが、参加機関が多いので、調整が難しい。プ
ロジェクトの設計時、日中友好センターを窓口とすると日本側が提出したが、実際の運営にお
いて日中センターが如何に調整の役割を発揮するかについて具体的に明確しなかった。どこか
ら調整にかかわる費用を出すかは問題になっている。

モニタリングの仕組み
合同調整委員会や運営委員会､ワーキンググ
ループ会議では､実際にどのようなことが問題
点･課題として解決が図られたのでしょうか?

主に課題に関する問題である。

外部条件の変化への対応
外部条件に変化があった場合に、どのように対
応されてきたでしょうか？

適時に調整した。

フィードバックの状況
モニタリングに基づいて、問題は実際に解決し
ましたでしょうか？

大部分は解決された。

JICA本部・在外事務所・国内支援
組織の機能

それぞれ充分なプロジェクト支援機能を発揮し
ていますでしょうか？

そうとは限らない

実績

実施プ
ロセス

効率性の項で聞きます。

投入の実績

効率性の項で聞きます。

プロジェクトの運営・実施体
制

モニタリングの実施状況

中国
側

活動の実施状況

日本
側

成果4
成果（アウトプット）の
達成度

－
8
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

コミュニケーションの状況
コミュニケーションは、何が問題で、その原因
は何でしょうか？

言葉が通じらないことも問題である。

C/Pは充分にプロジェクトに参加しております
でしょうか？参加が充分でない場合、何が制
約・阻害要因として考えられるでしょうか？

そうではない。主に予算の問題で、個人の問題ではない。

プロジェクトはターゲットグループに対して充分な
働きかけをしておりますでしょうか？働きかけが充
分でない場合、何が制約・阻害要因として考えられ
るでしょうか？

していると言える。しなかったのは、日本側が中国側への経費負担の要求が多すぎるのは予想
しなかったから。

国家環境保護総局、中国環境科
学研究院、江蘇省環境保護庁、無
錫環境保護局の参加の度合い

国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局の参加の度合い
はそれぞれいかがでしょうか？

中国環境科学院の太湖プロジェクトに関係ある部門や関係者は全て参加している。

予算の手当て

国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局の予算の手当て
は充分でしょうか？実績額と今後の見通しも教えて
ください。

プロジェクトの三年目になり、中国側の予算は既に全部投入したことについて日本側が承知し
た。超えた部分については中日双方でそれぞれ50％を負担すべきである。

C/Pの適正度
国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局のC/Pの数およ
び質は適正でしょうか？

Ｃ/Ｐの配置が適切である。これは中日双方で認められたことである。

中国環境政策との整合性
関連する環境政策の該当部分の原文及び可能で
あれば日本語訳をいただけますでしょうか？

関連政策の言い方は大まかであり、少なくでも一部を入手できる。ただし、日本語のものがな
い。

ターゲットグループにおけるプロ
ジェクト内容に関するニーズの高さ

ターゲットグループにおいて、プロジェクト内容に関
するニーズは高いでしょうか？どのようにターゲット
グループのニーズとプロジェクト内容が整合してい
るか、あるいは整合していないか、教えてください。

この質問に理解できない。中国側はプロジェクトの文書・規定に基づき、事業を完成したいだ
けである。

ターゲットグループの規模は適切
か

ターゲットグループの規模は適切でしょうか？ 適切ではないところがない。

日本の国別援助方針(援助重点課
題）、国別事業実施計画との関連
性

－ 関連性が余りない。また、日本はほかの円状国のやり方と違って、附加条件が多すぎる。

プロジェクトの目的・対象・手段（活
動）・指標・タイムスケジュールの適
切さ

プロジェクトの目的・対象・手段（活動）・指標・タイ
ムスケジュールにおいて、当初計画で適切さを欠
いていたのは何でしょうか？

適切ではないところがない。表現が抽象的である。

水環境の富栄養化防止のための
他のモデル手法

中国における水環境の富栄養化防止のための他
のモデル手法があれば、それと比較してこのプロ
ジェクトデザインは妥当でしょうか？

ここ数年、中国において防止プロジェクトを研究と結びつけるプロジェクトが出ており、本プ
ロジェクトと随分違う。

他の援助機関との関係、先行して
いる技術開発研究成果の活用

他の援助機関と協力し、先行している技術開発研
究成果が活用できるようなプロジェクトの仕組みに
なっていますでしょうか？

なし。

効果の受益や費用負担の公平さ
C/Pやターゲットグループにおいて、効果の受益や
費用負担の公平さは保たれていますでしょうか？

公平しつつある。

ターゲットグループ以外への波及
性

開発する技術の普及可能性については、計画実
施前に充分検討されていましたでしょうか？

した。ただし、一部の人事異動により理解の差異が出てきた。

ターゲットグループの選定の
適切さ

上位目標と日本の開発援助
政策との整合性

実施プ
ロセス

プロジェクトデザインの手段
としての妥当性

１．妥
当性

相手国実施機関の事業へ
のかかわり方

上位目標及びプロジェクト目
標の中国環境政策との整合
性

関係機関・関係者のプロジェクトに
かかわる参加状況

ターゲットグループの事業へ
のかかわり方

専門家間及びC/Pとの関係

－
8
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

１．妥
当性

日本の技術の優位性

プロジェクト内容に関し、中国や諸外国と比較して
日本の技術の優位性はありますでしょうか？生態
工学の分野においては中国と比べてあまり比較優
位がなかったということなのでしょうか？

日本の技術は中国や諸外国と比較して優位性があるので、中国は日本の技術を導入したい。生
態浄化の分野では日本はきっと中国より進んでいる。

実績の項と同じ

高度処理浄化槽の実用化技術の
開発のプロジェクト目標達成への
貢献度

高度処理浄化槽の実用化技術の開発のプロジェク
ト目標達成への貢献度はいかがでしょうか？

浄化槽性能評価装置は技術開発に貢献できる。

生態工学浄化技術活用のための
情報整理のプロジェクト目標達成
への貢献度

生態工学浄化技術活用のための情報整理のプロ
ジェクト目標達成への貢献度はいかがでしょうか？

双方の関係専門家による確認する。

マイクロコズムの実験研究のプロ
ジェクト目標達成への貢献度

マイクロコズムの実験研究のプロジェクト目標達成
への貢献度はいかがでしょうか？

プロジェクト実施中において日本側が器材の正常運転と改造を保証すべきである。

技術普及活動のプロジェクト目標
達成への貢献度

技術普及活動のプロジェクト目標達成への貢献度
はいかがでしょうか？

先ず技術の開発が国情に適合すること。日本側は中国側にその法規の管理手法に関して技術移
転を行うべきである。

目標達成を妨げた要因、促進した
要因

目標達成を妨げた要因、促進した要因にはどのよ
うなものがあるでしょうか？

双方の誠意のない協議。

実績の項と同じ

専門家派遣（人数、タイミング、分
野。人材の適正度）

専門家派遣はタイミング、分野、人材の適正度、引
継ぎにおいてスムースにいきましたでしょうか？

そう悪くない。

供与機材（種類、数、タイミング。供
与機材の適正度）

供与機材は種類、数、タイミング、供与機材の適正
度において、スムースにいきましたでしょうか？

そうではない。

研修員受入れ（研修内容、人数、
タイミング。研修員の能力やニー
ズ、プロジェクト内容との合致度）

研修員受入れは、研修内容、人数、タイミング。研
修員の能力やニーズ、プロジェクト内容との合致度
においてスムースにいきましたでしょうか？

そう悪くない。

調査団派遣（目的と活動、人数、タ
イミング）

調査団派遣はそれぞれの目的と活動、タイミングに
おいてスムースにいきましたでしょうか？

調査団はプロジェクトの推進によい役割を発揮した。

現地コスト（額、使途、タイミング）
現地コストは額、使途、タイミングにおいて、適切
だったでしょうか？

日本側は今までプロジェクトに関する予算の使用状況を公開したことがないので、この質問に
ついて判断できない。

C/Pの配置（人数、タイミング、分
野。配置の適正度、配置された人
材の適正度）

最新のC/Pの配置表をください。C/Pは、人数、タ
イミング、分野、人材の適正度において、配置が適
切でしたでしょうか？また当初の配置と比べて変更
があれば、どの部分がどのようにいつなぜ変更され
たのかを教えて下さい。

C/Pリストは双方合意のもとで決めたので適正のはずである。地方による変更については環科院
がしらない。

委員会・定例会議（合同調整委員
会、運営委員会、ワーキンググ
ループ定例会議）

メンバー構成、開催日と開催回数、主要な協議・決
定事項について、情報をまとめたものをください。

大事な会議は確認のために双方ども議事録を持っている。

プロジェクトのための経常費・研究
費とその内訳

足りないのは主にどの部分で、いくらぐらいの不足
なのでしょうか？今までの支出実績と今後の見通し
も教えてください。

器材の維持管理費用、人件費。環科院は日本側が承知したように既に２００万元を使い終わっ
た。

施設設備（研究実験地、実験室
（必要な電気容量）、専門家執務
室、太湖プロジェクト推進室、会議
室

必要充分でしょうか？ 結構である。

日本側投入の適正度

プロジェクトデザインの手段
としての妥当性

３．効
率性

中国側投入の適正度

成果（アウトプット）の達成度

２．有
効性

プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標と成果の関
連（各成果の貢献度合い）

外部条件等の影響

－
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

その他（通訳、事務要員の配置） なぜ充分な配置が得られていないのでしょうか？

C/Pのプロジェクトへの協力の熱意や実際にそ
れに費やしている時間については、いかがお考
えでしょうか？

帰国C/P研修員の配置転換はありましたでしょ
うか？各研修員は、それぞれプロジェクトにお
いて研修後どのように貢献していますでしょう
か？

変更なし。

供与機材や施設設備の利用状況
供与機材や施設設備は、充分に利用されている
／しているでしょうか？

その通り。

成果／コスト（投入）、プロジェクト
目標の達成度／コスト（投入）

より低いコストで成果やプロジェクト目標を達
成する代替手段はなかったでしょうか？あるい
は、同じコストでより高い達成度を実現するこ
とは出来なかったでしょうか？

見たことがない。あるはず。

類似のプロジェクトのコスト面での
効率性

成果とプロジェクト目標の達成度はコスト（投
入）に見合っているでしょうか？それは他のド
ナーや中国政府の類似プロジェクトと比較して
どうでしょうか？

見合っている。ただし、本プロジェクトは他のプロジェクトと比べることができない。他のプ
ロジェクトのやり方は日本と違うから。

成果達成を妨げた要因、促進した
要因

成果達成を妨げた要因、促進した要因にはどのよ
うなものがあるでしょうか？

プロジェクトの遅れである。実施の進捗を速めるべきである。

実績の項と同じ

政策への影響

太湖水汚染防止5ヵ年計画や２０１０年長期計画に
対する技術的なサポートは、どの程度できる見込
みでしょうか？また、その他の政策に正の影響を与
える見込みはありますでしょうか？

本プロジェクトのことであれば、浄化槽技術や管理手法は中国における非点源汚染の制御にか
かわる政策策定に貢献できる。

制度的影響

開発・提案する高度合併処理浄化槽および生態工
学はどのように制度化（プロジェクトで提案された基
準が省や全国単位で適用）される見通しでしょう
か？

浄化槽の役割が一番大きい。プロジェクトの目的は全国範囲で適用すべきである。

社会的影響

太湖周辺住民の水環境保全に対する意識および
自発的な汚濁防止のための住民活動は、プロジェ
クトの影響で向上・促進しておりますでしょうか？そ
の見通しはいかがでしょうか？また、太湖への窒
素、リンの流入負荷が削減されることによって、地
域住民にとってどのような裨益が期待されうるので
しょうか？広報的な面で水環境保全の重要性と技
術的な解決の取り組み、その可能性について広範
に知らしめる見込みについてはいかがでしょうか？

その通り。12台の浄化槽が運転されてから、多くの人が日本の技術を賞賛している。

技術的影響
予想しなかった技術的なよい影響というのはありま
すでしょうか？

まだ発見していない。

経済的影響

水質改善に伴う経済効果および現在の下水処理
施設よりも安価な施設や設備が開発された場合の
経済効果については、どの程度見込めますでしょう
か？

社会的利益が明らかに分かることであり、経済的利益については量り難い。

投入の活用度

中国側投入の適正度

３．効
率性

正の影響（ターゲットグルー
プ以外へのプロジェクトの投
入・活動・成果等の便益の
広がり、ターゲットグループ
へのプロジェクトの間接的な
便益の広がり）

上位目標の達成度

人材（特に帰国C/P研修員の動
向、貢献度）

コスト面での効率性

外部条件、前提条件等の影
響（成果達成を妨げた要
因、成果達成を促進した要
因）

４．イン
パクト

－
9
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

組織的影響
実施組織の体制や研究活動の活発度への間接的
影響や構築された人的ネットワークなどについては
いかがでしょうか？

政策への影響、実施組織の体制
や研究活動の活発度への間接的
影響、ターゲットグループ以外へ
のプロジェクトの投入・活動・成果
等の不利益や不公平さの広がりな
ど

予想しなかった政策への負の影響、実施組織の体
制や研究活動の活発度への間接的な負の影響、
ターゲットグループ以外へのプロジェクトの投入・活
動・成果等の不利益や不公平さの広がりなどはあり
ますでしょうか？今後ありうるでしょうか？

なし。

上位目標到達を妨げた要因、促進
した要因

上位目標到達を妨げた要因、促進した要因にはど
のようなものがあるでしょうか？

他の水環境富栄養化防止への技
術・情報等の波及

他の湖沼への普及や、経済基盤の弱い他の発展
途上国に応用される見込みはいかがでしょうか？

ある。

関連規制、法制度、監督組織、普
及組織の整備状況

関連規制、法制度、監督組織、普及組織の整備状
況と今後の見通しはいかがでしょうか？

とてもいい。

太湖水汚染防止5ヵ年計画と2010
年長期計画

太湖水汚染防止5ヵ年計画と2010年長期計画は予
定通り予算計上され、活動が行われているのでしょ
うか？その成果はいかがなのでしょうか？

計画通り行っている。成果についての判断はまだ時期尚早である。

C/Pの定着度
技術移転したC/Pの定着度についてはいかがで
しょうか？

とてもいい。

施設・機材の維持管理費
機材を適切に維持管理していくために、セン
ターには充分な能力は養成されましたでしょう
か？

目下、十分の能力を持っていない。改善すべきである。

移転した技術の定着と活用の仕組
み

移転した技術の定着と活用の仕組みは充分整っ
ているでしょうか？

確立している。

技術的・経済的・社会的・文化的・
環境的な側面からの普及可能性

技術的・経済的・社会的・文化的・環境的な側面か
らの普及可能性はいかがでしょうか？

見込みがいい。

普及のメカニズムの確立の見通し
普及のメカニズムの確立の見通しはいかがでしょう
か？

これからすぐのこと。

浄化槽の製造企業の製造能力、
実績

浄化槽の製造企業の製造能力、実績は、普及の
一翼を担うに足るものでしょうか？

きっとできる。

持続的効果の発現要因と阻害要
因

その他、何か持続的効果の発現要因と阻害要因が
ありますでしょうか？

まだ感覚していない。

４．イン
パクト 予想しなかった負の影響

外部条件等の影響

政策的支援体制の整備

移転した技術の定着と活用
の仕組み

５．自
立発
展性

持続的効果

波及効果

開発された技術の普及・発
展の可能性

正の影響（ターゲットグルー
プ以外へのプロジェクトの投
入・活動・成果等の便益の
広がり、ターゲットグループ
へのプロジェクトの間接的な
便益の広がり）

－
9
1
－















































































































中方のプロジェクト統括責任者への質問票(案）： 中国太湖水環境修復モデルプロジェクト　運営指導調査（中間評価） －評価団員　陸衛軍

評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答

太湖流域への開発技術の普及整
備率

普及整備率の計算式を教えてください。また、達
成の見通しについてはいかがでしょうか？

この普及率について計算の公式がない。また当初この普及率の提出の根拠が足りないし、2010年まで
当初設定した全体目標に達すことができない。

開発された高度処理浄化槽の技
術ガイドラインの完成度（技術的完
成度。経済性）

開発された技術が10％普及整備された場合、太湖
への窒素、リンの流入負荷はどの程度削減される
見通しでしょうか？

10％普及されることについて、その概念がはっきりしていないので，精確に評価できない。

開発された高度処理浄化槽の技
術ガイドラインの完成度（技術的完
成度。経済性）

「高度処理浄化槽の技術ガイドラインの評価表」
は、いつ誰がどのようなものを作成するのでしょう
か？それとも既存のものを利用するのでしょうか？
その評価表を使って、実際にはどのように評価す
るのでしょうか？ガイドラインの完成度について、数
量的に表現することは可能でしょうか？また、達成
の見込みについてはいかがお考えですか？

中級実験が完成された後、中日の技術チームより+F11共同で評価表を作成すべきである。実際の作業
において、浄化槽性能評価装置を利用して各機種の浄化槽について性能評価を行うべきである。技術
ガイドラインの完成度を数量的に表現する意味は余りない。

「対象地域の自然・社会・経済状況に適合しかつ
活用・普及可能な対策技術」と言った場合に、これ
は浄化槽だけでなく生態工学浄化技術等との組合
せを含めた対策技術モデル（群）の提示を意味し
ているのでしょうか？それとも、ほとんど浄化槽だけ
を意味しているのでしょうか？

総合的な汚染防止・制御技術である。太湖流域においては、色んな汚染・制御対策を組み合わせて、ま
た点源と非点源汚染の排出に関する制御と合わせてやって行かなければ、汚染制御の目標に達すこと
ができない。本プロジェクトにおいてもこの二つの技術を合わせてやるべきである。

総合的に見て、「対象地域の自然・社会・経済状況
に適合しかつ活用・普及可能な対策技術」の開発
の見込みはいかがなのでしょうか？

このような対策技術を開発することは、太湖流域なりの特定地区に対しては比較的に相応しいが、他の
地域まで普及できるかどうかについて、実験と運転を通して更に論証する必要がある。

関連行政機関・施設における、開
発された対策技術（高度処理浄化
槽と生態工学浄化技術）の認知度

「認知度」は何に関してどのような尺度で測ったらよ
いとお思いですか？数量的にはどのように表現さ
れうるでしょうか？また、達成の見込みについては
いかがお考えですか？

認知されるかどうかについて実験と運転の結果によること。測り方としては、この技術が将来的にこの地
域及び他の地域での普及度がどうなっているかによること。数量的に表現するのが難しい。

対象地域の社会に適合する高度
処理浄化槽の窒素・リン除去性能
の所要の性能に対する満足度（費
用の妥当性等を含む）

開発された技術の性能及び費用の妥当性に関す
る分析結果を教えてください。費用に関しては普
及可能な妥当なものになる見込みでしょうか？

BOD・CODの処理装置と較べると、運転と維持管理費用が高いため、他の地域で普及しにくい。

その他のこのプロジェクトの浄化槽
分野における技術開発の成果

その他のこのプロジェクトの浄化槽分野における技
術開発の成果としてどのようなものがあるか、箇条
書きで要点を教えてください。

浄化槽性能評価装置の開発

情報が整理された生態工学技術
の事例引用による評価（削減率・
費用等）

生態工学技術の削減率・費用等に関する評価結
果はいかがでしょうか？あるいはどのようなものに
なる見込みでしょうか？

この分野の事業は取りやめになった。

情報が整理された生態工学技術
資料の整備度度合い

生態工学技術資料はどの程度整備され、今後どの
程度整備される見込みでしょうか？

――

その他のこのプロジェクトの生態工
学分野における資料収集・分析の
成果

その他のこのプロジェクトの生態工学分野における
資料収集・分析の成果があれば、箇条書きで要点
を教えてください。

――

学会発表・報告書等の数、論文数
いくつの達成が見込まれているのでしょうか？また
その質についてはどのように評価されているでしょ
うか(見込みも含めて）。

今まで、22の論文や報告書が発表され、また30以上が発表する見込みがある。

その他のこのプロジェクトのマイク
ロコズム分野における研究成果

その他のこのプロジェクトのマイクロコズム分野に
おける研究成果としてどのようなものがあるか、箇
条書きで要点を教えてください。

――

成果（アウトプット）の
達成度

調査項目

上位目標の達成度（見込
み）

対象地域の自然・社会・経済状況
に適合しかつ活用・普及可能な対
策技術

成果１

成果2

成果3

プロジェクト目標の達成度
（見込み）

実績

－
1
4
6
－



評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

関係機関・関係者への技術紹介
及び環境教育の回数、参加対象
者と人数、及びそれに対する参加
者の評価

これらに関する具体的な情報をまとめたものをくだ
さい。

環境教育に関する総括報告書が別途にある。

その他のこのプロジェクトの技術普
及活動分野における成果

その他のこのプロジェクトの技術普及活動分野に
おける成果としてどのようなものがあるか、箇条書
きで要点を教えてください。

――

C/Pの配置
中国側は24名のC/Pと10名以上の兼任職員を配置し、江蘇省環保庁及び管轄下の機関は、皆このプロ
ジェクトの技術サポート機関である。

委員会・定例会議（合同調整委員
会、運営委員会、ワーキンググ
ループ定例会議）

7回の合同調整委員会を行い、またワーキンググループ会議を非定期的に行った。

運営経費 江蘇省から80万元経費を配置し、既に全部使われた。中国環科院から200万元を配置した。

施設設備（研究実験地、実験室
（必要な電気容量）、専門家執務
室、太湖プロジェクト推進室、会議
室

中国側は十分の研究実験地、専門家執務室、プロジェクト推進室と会議室を配置した。

その他（通訳、事務要員の配置） 中国側は専任と兼任の通訳と事務員を配置した。

長期専門家 日本側は6名の長期専門家を派遣した。その内、4名の滞在期間が長い、2名の滞在期間が短い。

短期専門家 多いので、統計しにくい。

研修員受入 今まで10名の研修者を受け入れ、研修期間は合計84か月である

機材供与
五機種12台の浄化槽及び関連のパソコン処理システムや水質分析計、観測と測定計のほか、車などの
関連ものを供与した。

現地コスト負担

協力実施のプロセス（計画立案段
階及び実施段階）

活動の進捗において、遅れている活動とその理
由、経緯、背景について教えてください。

プロジェクト全体が送れている。SARSの影響が主な原因と考えられ、中国側の予算不足も重要な要素で
ある。

当初計画の変更点とその理由、背
景

当初計画の変更点とその理由、背景を教えてくだ
さい。

植生水路事業と湖中湖事業が取りやめになり、セミナーになった。前者の費用が高すぎ、後者は中国の
水利規制に合わないし、費用も高い。

プロジェクトの進捗状況
「活動状況表」を作成いただいて、その上で質問さ
せていただきます。

プロジェクトの運営・実施体制とそ
の意思決定過程、責任分担。それ
らの変更点（浄化槽、生態工学、
マイクロコズム、技術普及活動の
各分野について）

運営・実施体制（日中友好環境保全センターも含
む）とその役割・責任分担、意思決定過程につい
て教えて下さい。当初計画との変更点は何でしょう
か？また現在における問題点は何でしょうか？な
ぜ日中友好環境保全センターはこのプロジェクト
において機能していないのでしょうか？実施関係
機関の間はどのようにすればよりうまく調整されうる
でしょうか？

中日友好環保センターはプロジェクトの最初段階に参加したが、その後予算の制限で基本的に参加し
なかった。問題としては、実施において作業に関する連続の考えがない、C/P間のコミュニケーションが
足りない、各協力方面の役割が明確になっていない、作業関係が好都合に運んでいない。このような国
際協力プロジェクトとして、関連機関が目標を一致し、役割をはっきりし、利益を共に享受してこそ、有効
に調整ができる。

モニタリングの仕組み
合同調整委員会や運営委員会、ワーキンググ
ループ会議では、実際にどのようなことが問題点・
課題として解決が図られたのでしょうか？

非定期に会議を行い、プロジェクト実施中の問題を解決する。例えば、浄化槽の性能評価装置、湖中湖
技術、植生水路等。

外部条件の変化への対応
外部条件に変化があった場合に、どのように
対応されてきたでしょうか？

プロジェクトの実施内容乃至目標を修正する。

フィードバックの状況
モニタリングに基づいて、問題は実際に解決
しましたでしょうか？

基本的に解決した。

JICA本部・在外事務所・国内支援
組織の機能

それぞれ充分なプロジェクト支援機能を発揮
していますでしょうか？

発揮している。

コミュニケーションの状況
コミュニケーションは、何が問題で、その原
因は何でしょうか？

問題がないが、現場の通訳が足りない。

成果（アウトプット）の
達成度

実績

実施
プロセ
ス

中国
側

効率性の項で聞きます。

投入の実績

効率性の項で聞きます。

プロジェクトの運営・実施体
制

専門家間及びC/Pとの関係

モニタリングの実施状況

成果4

活動の実施状況

日本
側－

1
4
7
－



評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

C/Pは充分にプロジェクトに参加しておりますで
しょうか？参加が充分でない場合、何が制約・阻害
要因として考えられるでしょうか？

参加しているが、大多数のC/Pは兼任なので、時間的には十分ではない。

プロジェクトはターゲットグループに対して充分な
働きかけをしておりますでしょうか？働きかけが充
分でない場合、何が制約・阻害要因として考えられ
るでしょうか？

していない。プロジェクトがまだ終わっていないので、その効果はまだ出ていない。

国家環境保護総局、中国環境科
学研究院、江蘇省環境保護庁、無
錫環境保護局の参加の度合い

国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局の参加の度合い
はそれぞれいかがでしょうか？

各部門は積極的にプロジェクトに参加しており、プロジェクトの進行のためによい役割を発揮した。

予算の手当て

国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局の予算の手当て
は充分でしょうか？実績額と今後の見通しも教えて
ください。

国家環境保護総局の予算はない、中国環境科学研究院はマイクロコズム装置のために200万元を投入
した、江蘇省環境保護庁は40万元を投入した、無錫環境保護局は40万元を投入した。今後、江蘇省環
境保護庁と無錫環境保護局から各20万元の投入予算があるが十分ではない。特に浄化槽装置の試験
と運転費用の方はとても不足である。

C/Pの適正度
国家環境保護総局、中国環境科学研究院、江蘇
省環境保護庁、無錫環境保護局のC/Pの数およ
び質は適正でしょうか？

C/Pの数および質は適正である。

中国環境政策との整合性
関連する環境政策の該当部分の原文及び可能で
あれば日本語訳をいただけますでしょうか？

できるが関連する文書や法規、基準などは日本語ではないものがある。

ターゲットグループにおけるプロ
ジェクト内容に関するニーズの高さ

ターゲットグループにおいて、プロジェクト内容に
関するニーズは高いでしょうか？どのようにター
ゲットグループのニーズとプロジェクト内容が整合
しているか、あるいは整合していないか、教えてく
ださい。

プロジェクト内容とターゲットグループのニーズが整合している。

ターゲットグループの規模は適切
か

ターゲットグループの規模は適切でしょうか？ ？？

日本の国別援助方針(援助重点課
題）、国別事業実施計画との関連
性

－

プロジェクトの目的・対象・手段（活
動）・指標・タイムスケジュールの適
切さ

プロジェクトの目的・対象・手段（活動）・指標・タイ
ムスケジュールにおいて、当初計画で適切さを欠
いていたのは何でしょうか？

プロジェクトの目的が明確になっており、対象が適切であり、手法が妥当であるが、目標としては高すぎ
る嫌いがある。

水環境の富栄養化防止のための
他のモデル手法

中国における水環境の富栄養化防止のための他
のモデル手法があれば、それと比較してこのプロ
ジェクトデザインは妥当でしょうか？

例えば湖沼のへ泥の浚渫、水の調整、汚染の塞き止めなど技術手法がある。いずれにしても汚染の塞
き止めがカギとなっている。

他の援助機関との関係、先行して
いる技術開発研究成果の活用

他の援助機関と協力し、先行している技術開発研
究成果が活用できるようなプロジェクトの仕組みに
なっていますでしょうか？

そうなっている。

効果の受益や費用負担の公平さ
C/Pやターゲットグループにおいて、効果の受益
や費用負担の公平さは保たれていますでしょう
か？

このプロジェクトとしては政府から予算をもらっているので、効果の受益と費用負担のバランスが取れて
いない。

ターゲットグループ以外への波及
性

開発する技術の普及可能性については、計画実
施前に充分検討されていましたでしょうか？

技術がまだ開発されていない。普及のために充分検討する必要がある。

日本の技術の優位性

プロジェクト内容に関し、中国や諸外国と比較して
日本の技術の優位性はありますでしょうか？生態
工学の分野においては中国と比べてあまり比較優
位がなかったということなのでしょうか？

二つの技術が優位性を持っているが、全体から見れば運転の維持管理費用が高すぎる。

相手国実施機関の事業へ
のかかわり方

上位目標及びプロジェクト
目標の中国環境政策との整
合性

関係機関・関係者のプロジェクトに
かかわる参加状況

ターゲットグループの事業
へのかかわり方

ターゲットグループの選定
の適切さ

上位目標と日本の開発援助
政策との整合性

プロジェクトデザインの手段
としての妥当性

実施
プロセ
ス

１．妥
当性

－
1
4
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

実績の項と同じ

高度処理浄化槽の実用化技術の
開発のプロジェクト目標達成への
貢献度

高度処理浄化槽の実用化技術の開発のプロジェ
クト目標達成への貢献度はいかがでしょうか？

地元乃至全中国に適した浄化槽技術をなるべく早く開発する。

生態工学浄化技術活用のための
情報整理のプロジェクト目標達成
への貢献度

生態工学浄化技術活用のための情報整理のプロ
ジェクト目標達成への貢献度はいかがでしょうか？

――

マイクロコズムの実験研究のプロ
ジェクト目標達成への貢献度

マイクロコズムの実験研究のプロジェクト目標達成
への貢献度はいかがでしょうか？

――

技術普及活動のプロジェクト目標
達成への貢献度

技術普及活動のプロジェクト目標達成への貢献度
はいかがでしょうか？

セミナーを開催し、技術基準を作成するなど。

目標達成を妨げた要因、促進した
要因

目標達成を妨げた要因、促進した要因にはどのよ
うなものがあるでしょうか？

目標が高すぎるし、基礎資料が足りないし、十分調査研究していない。

実績の項と同じ

専門家派遣（人数、タイミング、分
野。人材の適正度）

専門家派遣はタイミング、分野、人材の適正度、引
継ぎにおいてスムースにいきましたでしょうか？

適正であり、スムースに行っている。

供与機材（種類、数、タイミング。
供与機材の適正度）

供与機材は種類、数、タイミング、供与機材の適正
度において、スムースにいきましたでしょうか？

スムースに行っている。

研修員受入れ（研修内容、人数、
タイミング。研修員の能力やニー
ズ、プロジェクト内容との合致度）

研修員受入れは、研修内容、人数、タイミング。研
修員の能力やニーズ、プロジェクト内容との合致度
においてスムースにいきましたでしょうか？

スムースに行っている。

調査団派遣（目的と活動、人数、タ
イミング）

調査団派遣はそれぞれの目的と活動、タイミング
においてスムースにいきましたでしょうか？

スムースに行っている。

現地コスト（額、使途、タイミング）
現地コストは額、使途、タイミングにおいて、適切
だったでしょうか？

適正であるが、中国側のC/Pに用いる額が少ない。

C/Pの配置（人数、タイミング、分
野。配置の適正度、配置された人
材の適正度）

最新のC/Pの配置表をください。C/Pは、人数、タ
イミング、分野、人材の適正度において、配置が適
切でしたでしょうか？また当初の配置と比べて変更
があれば、どの部分がどのようにいつなぜ変更さ
れたのかを教えて下さい。

適正であるが、中国側のC/Pは殆ど兼任している。中国側のC/P配置はあまり変更がない。

委員会・定例会議（合同調整委員
会、運営委員会、ワーキンググ
ループ定例会議）

メンバー構成、開催日と開催回数、主要な協議・決
定事項について、情報をまとめたものをください。

会議の議事録を参照する。

プロジェクトのための経常費・研究
費とその内訳

足りないのは主にどの部分で、いくらぐらいの不足
なのでしょうか？今までの支出実績と今後の見通
しも教えてください。

――

施設設備（研究実験地､実験室､
必要な電気容量）､専門家執務室､
太湖プロジェクト推進室､会議室

必要充分でしょうか？ 十分である。

その他（通訳、事務要員の配置） なぜ充分な配置が得られていないのでしょうか？ 十分ではない。例えば現場の通訳がいない。

C/Pのプロジェクトへの協力の熱意や実際にそれ
に費やしている時間については、いかがお考えで
しょうか？

兼任が多くそれに利益がないので、参与の熱意に影響する。

帰国C/P研修員の配置転換はありましたでしょう
か？各研修員は、それぞれプロジェクトにおいて
研修後どのように貢献していますでしょうか？

配置転換がない。全てプロジェクトに参与している。

供与機材や施設設備の利用状況
供与機材や施設設備は、充分に利用されている／
しているでしょうか？

その通り

２．有
効性

プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標と成果の関
連（各成果の貢献度合い）

外部条件等の影響

人材（特に帰国C/P研修員の動
向、貢献度）

成果（アウトプット）の達成度

３．効
率性

中国側投入の適正度

投入の活用度

日本側投入の適正度

－
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

成果／コスト（投入）、プロジェクト
目標の達成度／コスト（投入）

より低いコストで成果やプロジェクト目標を
達成する代替手段はなかったでしょうか？あ
るいは、同じコストでより高い達成度を実現
することは出来なかったでしょうか？

まだない。

類似のプロジェクトのコスト面での
効率性

成果とプロジェクト目標の達成度はコスト
（投入）に見合っているでしょうか？それは
他のドナーや中国政府の類似プロジェクトと
比較してどうでしょうか？

大体見合っているが、機関が長すぎる。

成果達成を妨げた要因、促進した
要因

成果達成を妨げた要因、促進した要因にはどのよ
うなものがあるでしょうか？

基礎資料が足りない、外部の要素（汚染の削減）が大きく変わらない。

実績の項と同じ

政策への影響

太湖水汚染防止5ヵ年計画や２０１０年長期計画に
対する技術的なサポートは、どの程度できる見込
みでしょうか？また、その他の政策に正の影響を与
える見込みはありますでしょうか？

影響がある。今のところでは定量的に見込むことができない。

制度的影響

開発・提案する高度合併処理浄化槽および生態
工学はどのように制度化（プロジェクトで提案され
た基準が省や全国単位で適用）される見通しで
しょうか？

強制的に実施する可能性がないが、最適化ができる。

社会的影響

太湖周辺住民の水環境保全に対する意識および
自発的な汚濁防止のための住民活動は、プロジェ
クトの影響で向上・促進しておりますでしょうか？そ
の見通しはいかがでしょうか？また、太湖への窒
素、リンの流入負荷が削減されることによって、地
域住民にとってどのような裨益が期待されうるので
しょうか？広報的な面で水環境保全の重要性と技
術的な解決の取り組み、その可能性について広範
に知らしめる見込みについてはいかがでしょうか？

ある程度影響している。水質の改善によって環境の質と住民の環境レベルを高め、投資の効果を高める
ことができる。ただし、広報が必要であり、積極的にやるのが重要である。

技術的影響
予想しなかった技術的なよい影響というのはありま
すでしょうか？

なし

経済的影響

水質改善に伴う経済効果および現在の下水処理
施設よりも安価な施設や設備が開発された場合の
経済効果については、どの程度見込めますでしょ
うか？

技術性かを普及・利用する。

組織的影響
実施組織の体制や研究活動の活発度への間接的
影響や構築された人的ネットワークなどについては
いかがでしょうか？

今後の類似の国際協力プロジェクトと研究を促進する役割がある。

政策への影響、実施組織の体制
や研究活動の活発度への間接的
影響、ターゲットグループ以外へ
のプロジェクトの投入・活動・成果
等の不利益や不公平さの広がりな
ど

予想しなかった政策への負の影響、実施組織の体
制や研究活動の活発度への間接的な負の影響、
ターゲットグループ以外へのプロジェクトの投入・
活動・成果等の不利益や不公平さの広がりなどは
ありますでしょうか？今後ありうるでしょうか？

なし

上位目標到達を妨げた要因、促
進した要因

上位目標到達を妨げた要因、促進した要因にはど
のようなものがあるでしょうか？

ある分野に意見の食い違いがあり、例えば浄化槽性能評価装置の開発について、双方の論争が半年
以上になり、プロジェクトの進行に影響している。

他の水環境富栄養化防止への技
術・情報等の波及

他の湖沼への普及や、経済基盤の弱い他の発展
途上国に応用される見込みはいかがでしょうか？

プロジェクト完了後の技術開発の成果によって決める。もし技術を利用する場合コストが高すぎるなら、
経済の基盤が弱い地域において、技術がいくら優れても普及しにくい。

３．効
率性

上位目標の達成度

予想しなかった負の影響

外部条件等の影響

正の影響（ターゲットグルー
プ以外へのプロジェクトの投
入・活動・成果等の便益の
広がり、ターゲットグループ
へのプロジェクトの間接的な
便益の広がり）

コスト面での効率性

４．イン
パクト

外部条件、前提条件等の影
響（成果達成を妨げた要
因、成果達成を促進した要
因）

波及効果

－
1
5
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評価
項目

必要な情報・データ 質問 ご回答調査項目

関連規制、法制度、監督組織、普
及組織の整備状況

関連規制、法制度、監督組織、普及組織の整備状
況と今後の見通しはいかがでしょうか？

普通

太湖水汚染防止5ヵ年計画と2010
年長期計画

太湖水汚染防止5ヵ年計画と2010年長期計画は予
定通り予算計上され、活動が行われているのでしょ
うか？その成果はいかがなのでしょうか？

予算が足りない。

C/Pの定着度
技術移転したC/Pの定着度についてはいかがで
しょうか？

基本的に安定しており、プロジェクトに参与しているし、勤め先で仕事している。

施設・機材の維持管理費
機材を適切に維持管理していくために、セン
ターには充分な能力は養成されましたでしょ
うか？

？？？どこのセンターか？江蘇省環境経済技術国際合作センターにはこのような能力をもっていない。
地元の関係部門或いは専門の業者に依頼すべきである。

移転した技術の定着と活用の仕組
み

移転した技術の定着と活用の仕組みは充分
整っているでしょうか？

整っている。

技術的・経済的・社会的・文化的・
環境的な側面からの普及可能性

技術的・経済的・社会的・文化的・環境的な側面か
らの普及可能性はいかがでしょうか？

最後の結果によって定める。

普及のメカニズムの確立の見通し
普及のメカニズムの確立の見通しはいかがでしょう
か？

普及できるかどうかは、まだ分からない。

浄化槽の製造企業の製造能力、
実績

浄化槽の製造企業の製造能力、実績は、普及の
一翼を担うに足るものでしょうか？

今、製造企業に関して調査している。

持続的効果の発現要因と阻害要
因

その他、何か持続的効果の発現要因と阻害要因
がありますでしょうか？

まだ見つけていない。

政策的支援体制の整備

移転した技術の定着と活用
の仕組み５．自

立発
展性

持続的効果

開発された技術の普及・発
展の可能性

－
1
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